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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第81期

第３四半期
連結累計期間

第82期
第３四半期
連結累計期間

第81期

会計期間
自  平成24年４月１日

至  平成24年12月31日

自  平成25年４月１日

至  平成25年12月31日

自  平成24年４月１日

至  平成25年３月31日

売上高 （百万円） 20,366 20,752 27,717

経常利益 （百万円） 601 595 989

四半期（当期）純利益 （百万円） 341 263 536

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 407 354 597

純資産額 （百万円） 19,099 19,357 19,289

総資産額 （百万円） 44,542 44,753 45,162

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 6.55 5.05 10.30

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 35.5 35.8 35.4
 

　

回次
第81期

第３四半期
連結会計期間

第82期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年10月１日

至  平成24年12月31日

自  平成25年10月１日

至  平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 2.54 1.22
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい
ない。

２  売上高には、消費税等を含まない。
３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため、記載していない。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はない。

なお、第１四半期連結会計期間において、会社分割により新たに設立した㈱テザック神鋼ワイヤロープ

を連結子会社にしている。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はない。

なお、重要事象等は存在していない。

　
　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 （1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、大胆な金融緩和・財政政策等への期待感を背景とし

て、円高の是正や株価の上昇が進んだことにより先行きの景況感に明るさはみられたものの、中国経済の

成長鈍化による減速感など、依然先行き不透明な状況で推移した。

当社グループを取り巻く事業環境は、民間投資関連需要では自動車、住宅を中心に消費税率引上げに伴

う駆け込み需要もみられ、持ち直しの動きがあったが、公共投資関連需要では補正予算の効果などにより

回復傾向にあるものの出足は鈍く厳しい状況で推移した。

このような状況において、当社グループでは、高付加価値製品の販売拡大による収益力の向上を図って

きた。また、原材料価格の高騰やエネルギーコストの上昇等に対しては販売価格の是正に努めるとともに

収益改善活動や新生産プロジェクトを引き続き推進し、コスト競争力の強化を図ってきた。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は20,752百万円と前年同期に比べ1.9％の増収となり、営

業利益は721百万円（前年同期比6.4％増加）、経常利益は595百万円（前年同期比1.0％減少）となった。

また法人税等および少数株主利益を差し引いた後の四半期純利益は263百万円（前年同期比22.9％減少）と

なった。

　
当第３四半期連結累計期間のセグメント毎の状況は次のとおりである。

　

＜特殊鋼線関連事業＞

(ＰＣ関連製品) 公共事業関連では、工事入札は国交省を中心に前年度を上回る落札額になっており、人手

不足や用地買収の遅れによる工事開始の遅延等が見られるなか市場環境は堅調に推移し、前年同期に比べ

販売数量、販売金額とも増加した。民需関連でも、マンション需要、プロジェクト物件も堅調に推移し、

前年同期に比べ販売数量、売上金額とも増加した。

　
(ばね・特殊線関連製品) 主要な需要分野である自動車産業向けの弁ばね用鋼線（オイルテンパー線）は、

自動車メーカーの国内生産が好調に推移している中、消費税率引上げに伴う駆け込み需要に加え、日系

メーカーの中国での生産も順調に回復していることから、前年同期に比べ販売数量・売上金額とも増加し

た。また、ばね用ニッケルめっき鋼線は、欧州経済の停滞や中国経済の成長鈍化の中、拡販に努め、前年

同期に比べ販売数量・売上金額とも増加した。ステンレス鋼線は、自動車関連製品向け国内需要が好調で

あり、住宅関連需要も増加していることから、前年同期に比べ販売数量は増加したものの、売上金額は減

少した。

　
その結果、特殊鋼線関連事業全体の売上高は10,483百万円と前年同期に比べ4.1％増加となり、セグメン

ト利益は268百万円と前年同期に比べ94百万円の減少となった。
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＜鋼索関連事業＞

ワイヤロープの国内需要は期待通りにはいかなかったものの、公共投資の増加による需要増加によ
り、国内向け販売数量、売上金額とも前年同期に比べ増加となった。一方、輸出については、受注は伸
びているものの出荷増加にはタイムラグがあり、プラス要因とはならなかった。
　
その結果、鋼索関連事業全体の売上高は9,015百万円と前年同期に比べ3.2％増加となり、セグメント利

益は381百万円と前年同期に比べ201百万円の増加となった。

　
＜エンジニアリング関連事業＞

吊構造用ケーブルでは、橋梁向けの売上金額は前年同期に比べ増加したが、建築向けの売上金額は減
少した。また、落橋防止ケーブルの売上金額は前年同期に比べ減少したが、道路騒音防止関連製品の売
上金額は前年同期に比べ増加した。
　
その結果、エンジニアリング関連事業全体の売上高は1,206百万円と前年同期に比べ19.9％減少となり、

セグメント利益は36百万円と前年同期に比べ66百万円の減少となった。

　
＜その他＞

不動産関連事業の売上高は46百万円と前年同期に比べ1.5％増加となり、セグメント利益は35百万円と前

年同期に比べ2百万円の増加となった。

　

(2)  財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、26,232百万円（前連結会計年度末は、26,670

百万円）となり、438百万円減少した。主に現金及び預金が718百万円減少したことによるものである。

　

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、18,521百万円（前連結会計年度末は、18,491

百万円）となり、30百万円増加した。主に投資有価証券が237百万円増加したことによるものである。

　

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、11,534百万円（前連結会計年度末は、10,886

百万円）となり、648百万円増加した。主に短期借入金が1,083百万円増加したことによるものである。

　

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、13,861百万円（前連結会計年度末は、14,986

百万円）となり、1,124百万円減少した。主に長期借入金が1,235百万円減少したことによるものである。

　

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、19,357百万円（前連結会計年度末は、19,289百

万円）となり、67百万円増加した。主にその他有価証券評価差額金が37百万円増加したことによるもので

ある。

　

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はない。

　

(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は195百万円である。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 88,000,000

計 88,000,000
 

　

②  【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 58,698,864 58,698,864
東京証券取引所
(市場第二部)

株主として権利内容に制限
のない、標準となる株式
単元株式数は1,000株

計 58,698,864 58,698,864 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はない。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はない。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成25年12月31日 ― 58,698,864 ― 8,062 ― 2,015
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
　

(7) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式
単元株式数は1,000株普通株式 6,631,000

完全議決権株式（その他） 普通株式
51,785,000 51,785 同上

単元未満株式 普通株式
282,864 － １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 　 58,698,864 － －

総株主の議決権 － 51,785 －
 

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式334株が含まれている。

　

②  【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
兵庫県尼崎市中浜町10番地１ 6,631,000 － 6,631,000 11.30

神鋼鋼線工業㈱

計 － 6,631,000 － 6,631,000 11.30
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はない。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成している。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月

１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けてい

る。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,574 7,856

受取手形及び売掛金
※２ 9,845 ※２ 9,909

商品及び製品 3,851 3,916

仕掛品 2,256 2,276

原材料及び貯蔵品 1,452 1,677

繰延税金資産 308 189

その他 426 456

貸倒引当金 △46 △48

流動資産合計 26,670 26,232

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,241 4,151

機械装置及び運搬具（純額） 4,445 4,269

工具、器具及び備品（純額） 154 142

土地 6,041 6,041

リース資産（純額） 54 76

建設仮勘定 50 105

有形固定資産合計 14,987 14,787

無形固定資産 245 225

投資その他の資産

投資有価証券 1,166 1,404

長期貸付金 0 0

繰延税金資産 1,288 1,270

その他 1,004 869

貸倒引当金 △201 △36

投資その他の資産合計 3,258 3,508

固定資産合計 18,491 18,521

資産合計 45,162 44,753
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※２ 2,532 ※２ 2,658

短期借入金 5,789 6,872

リース債務 22 29

未払費用 1,180 1,170

未払法人税等 244 97

賞与引当金 496 224

その他
※２ 620 ※２ 481

流動負債合計 10,886 11,534

固定負債

長期借入金 11,595 10,359

リース債務 38 59

退職給付引当金 2,296 2,413

役員退職慰労引当金 58 57

環境対策引当金 8 8

繰延税金負債 520 524

負ののれん 30 －

その他 437 438

固定負債合計 14,986 13,861

負債合計 25,872 25,396

純資産の部

株主資本

資本金 8,062 8,062

資本剰余金 6,354 6,354

利益剰余金 2,847 2,850

自己株式 △1,353 △1,355

株主資本合計 15,911 15,912

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 75 112

為替換算調整勘定 0 1

その他の包括利益累計額合計 75 113

少数株主持分 3,301 3,330

純資産合計 19,289 19,357

負債純資産合計 45,162 44,753
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 20,366 20,752

売上原価 16,442 16,666

売上総利益 3,924 4,085

販売費及び一般管理費 3,245 3,363

営業利益 678 721

営業外収益

受取利息 36 34

受取配当金 11 13

負ののれん償却額 46 30

固定資産賃貸料 36 24

その他 50 23

営業外収益合計 181 126

営業外費用

支払利息 132 138

その他 125 113

営業外費用合計 258 252

経常利益 601 595

税金等調整前四半期純利益 601 595

法人税、住民税及び事業税 138 164

法人税等調整額 82 119

法人税等合計 221 284

少数株主損益調整前四半期純利益 380 311

少数株主利益 38 48

四半期純利益 341 263
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 380 311

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 26 41

為替換算調整勘定 0 1

その他の包括利益合計 26 43

四半期包括利益 407 354

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 369 301

少数株主に係る四半期包括利益 37 53
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日)

連結範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、新たに設立した(株)テザック神鋼ワイヤロープを連結の範囲に含めている。
 

　
　

(四半期連結貸借対照表関係)

1  偶発債務

 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っている。

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

神鋼新确弾簧鋼線(佛山)有限公司 265百万円 366百万円
 

（注）上記の債務保証は、(株)神戸製鋼所による債務保証を当社が再保証したものである。

　
※2  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ている。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形を満期日に決済が行われたものとして処理している。

　

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 763百万円 810百万円

支払手形 151百万円 110百万円

その他（設備関係支払手形） 12百万円 5百万円
 

　
　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はない。　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負のれんの償却額は、次の

とおりである。
　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

減価償却費 713百万円 730百万円

負ののれんの償却額 △46百万円 △30百万円
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(株主資本等関係)

　前第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 156 ３ 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

平成24年11月７日
取締役会

普通株式 104 ２ 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はない。

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 156 ３ 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

平成25年11月８日
取締役会

普通株式 104 ２ 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はない。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　
　 　

  外部顧客への売上高 10,075 8,737 1,507 20,320 46 20,366 － 20,366

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

839 135 1 976 － 976 △976 －

計 10,914 8,873 1,509 21,296 46 21,343 △976 20,366

セグメント利益 362 179 103 645 33 678 － 678
 

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業である。
（注２）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益である。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はない。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　
　 　

  外部顧客への売上高 10,483 9,015 1,206 20,705 46 20,752 － 20,752

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

554 160 1 716 － 716 △716 －

計 11,038 9,175 1,208 21,422 46 21,468 △716 20,752

セグメント利益 268 381 36 686 35 721 － 721
 

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業である。
（注２）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益である。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はない。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 6円55銭 5円05銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 341 263

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 341 263

普通株式の期中平均株式数(千株) 52,087 52,075
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　

２ 【その他】

第82期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当については、平成25年11月８日開催の

取締役会において、平成25年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を

行うことを決議した。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 　　104百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　２円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成25年12月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    脇　田　勝　裕 　　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    辰　巳　幸　久 　　㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月７日

神鋼鋼線工業株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神

鋼鋼線工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神鋼鋼線工業株式会社及び連結子会社の平
成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管している。

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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